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今年の８月１５日、山口県で起きた２歳男児が行方不明になった事件は記憶に新しいも

のです。無事にその子供を発見したのが尾畠春夫さんで一躍脚光を浴びました。誰もがその

方の人柄に興味を持ったことと思います。私もその一人で、早速インターネットで検索しま

した。すると尾畠さんがインタビューに答えた記事が掲載されていました。 

お母さんが５歳の時に亡くなられ、小学校５年生で農家に奉公に出されたということで

す。７人兄弟の４番目でしたが、どういう理由で自分が奉公に出されなければならなかった

のか当時、父親を恨んだという事です。しかし、尾畠さんは幼いながら、奉公に出された以

上は腹をくくるしかない。世の中はなるようにしかならない。それだったら「やるだけやっ

てやろうじゃないか」と気持ちを入れ替え、奉公先の人たちの事を何でも言う事を聞いたと

いう事です。そして、中学校を卒業すると、姉の勧めもあって別府の魚屋の小僧になりまし

た。１０年の修業を積んだのちに、魚屋を開業したかったのですが、開店資金が足りなかっ

たので、３年間土木関係の仕事について貯金をしたそうです。そして結婚して、念願の魚屋

「魚春」を開業しました。尾畠さんは１５歳の時に「５０年働き、６５歳になったらやりた

いことをやろう」と決めていたそうで、６５歳になり魚屋を閉め、ボランティア活動にかか

わるようになったのです。今の自分があるのは、お客さんが魚を買ってくれたから、皆さん

があたたかく手をさしのべてくれたからこそで、どんな形で恩を返そうか考えた時、第２の

人生をボランティア活動に捧げるように決意をしたのだそうです。「かけた情けは水に流せ、

受けた恩は石に刻め」という諺のようにいただいた恩に報いる生き方を選んだのです。 

人の為に自分の出来る事をコツコツと自分の力だけで続けているそのお姿は菩薩様です。

尾畠さんのように世のため人の為に無償の心で行動するという事はなかなかできませんが、

見習わなくてはいけません。みんなの幸せが私の幸せと思えるような生き方をしたいもの

です。 

 


